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 管理運営基準                                  

 

１ 植物管理 

公園の芝生、樹木等を良好に育成・管理するため、必要な措置を行うものとします。 

≪Ａﾌﾞﾛｯｸ≫ 

区域・対象物 対象数量 業務内容 年間業務回数 

 

高木 

 

常緑樹 

９０６本 剪定（枯枝忌枝除去） １回 

８０本 施肥 １回 

 

落葉樹 

１００本 剪定（枯枝忌枝除去） １回 

１００本 施肥 １回 

 

低木 

６，７８０㎡ 刈込 １回 

６，７８０㎡ 施肥 １回 

６，７８０㎡ 除草 ３回 

芝生地(コウライシバ） １６，９００㎡ 芝刈 ９回 

植込地除草 １１，４２０㎡ 高木下草除草 (50%見込 ) ３回 

花壇（ポット苗） ３１㎡ 草花植付 ４回 

 

≪Ｂﾌﾞﾛｯｸ≫ 

区域・対象物 対象数量 業務内容 年間業務回数 

高木 

常緑樹 ２，２２０本 剪定（枯枝忌枝除去） １回 

２００本 施肥 １回 

落葉樹 ４３本 剪定（枯枝忌枝除去） １回 

４３本 施肥 １回 

支障木 ８７本 伐採 1 回 

低木 

１１，３３０㎡ 刈込 １回 

１１，３３０㎡ 施肥 １回 

１１，３３０㎡ 除草 ３回 

芝生地(コウライシバ） ３８，０００㎡ 芝刈 ９回 

植込地除草 １６，０４０㎡ 高木下草除草 (50%見込 ) ３回 

花壇（ポット苗） ３１０㎡ 草花植付 ４回 

 

 

 

 

 

資料１ 
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≪Ｃﾌﾞﾛｯｸ≫ 

区域・対象物 対象数量 業務内容 年間業務回数 

 

 

 

高木 

 

クロマツ 

２９０本 みどりつみ  １回 

２９０本 もみあげ  １回 

２９０本 こも巻き  １回 

２９０本 施肥  １回 

常緑樹 ５００本 剪定（枯枝忌枝除去）  １回 

６０本 施肥  １回 

落葉樹 １０本 剪定（枯枝忌枝除去）  １回 

１０本 施肥  １回 

 

低木 

１１，２００㎡ 刈込  ２回 

１１，２００㎡ 施肥  １回 

１１，２００㎡ 除草  ６回 

芝生地(コウライシバ） １，７００㎡ 芝刈（見浜園） １２回 

７００㎡ 芝刈（その他）  ６回 

水生植物(オオガハス） ２０㎡ 病害虫防除（ｱﾌﾞﾗﾑｼ等)  １回 

生垣 ２００㎡ 剪定  ４回 

芝生地(コウライシバ） 

 

１，７００㎡ 

 

抜根除草 １０回 

施肥  １回 

植込地 １，０６０㎡ 除草  ３回 

地被類 １，５００㎡ 除草  ７回 

地被類 １，５００㎡ 刈込  １回 

・ 倒木、枯損木、不要な支柱の撤去及び障害枝の除去は必要に応じて行うこと。 

・ 病害虫の防除は適切に行うこと。 

・ 潅水は必要に応じて行うこと。 

・ 県立公園の管理において農薬の使用は原則禁止されています。 

 

※ 植物管理の維持管理費については、５６，６２４，０００円（消費税及び地方消費税相当額（以下「消 

費税額」という。）を含んだ額。）を上限に、市の負担（業務委託）として提案することが可能です。 

ただし、上限額を超える提案書は、失格とします。 

なお、上記基準に定めのない植物管理業務、及び最低基準の面積・回数を超える植物管理業務について 

は、自主事業として扱います（市の負担（業務委託）として提案することはできません）。 



3 
 

２ 施設管理 

建築物、工作物等の施設を安全で良好な状態に保つため、以下の業務を行います。 

施設名 対象数量 業務内容 年間業務回数 

管理事務所 一式 空調設備保守点検   ２回 

消防設備保守点検   ２回 

機械警備 ３６６回 

床清掃   ５回 

ガラスサッシ清掃   ５回 

日常清掃 ３６０回 

茶室  空調設備保守点検   ２回 

消防設備保守点検   ２回 

機械警備 ３６６回 

床清掃   ５回 

ガラスサッシ清掃   ５回 

日常清掃 ３６０回 

すだれ清掃   ５回 

トイレ  日常清掃 ３６６回 

遊具  日常点検 ３６６回 

定期点検 １２回 

総合点検   １回 

駐車場  自動料金徴収機保守点検   ２回 

自家用電気工作物  定期点検（うち年次点検１回） １２回 

中水設備  設備定期点検  １回 

池 

 

 

 

 清掃（水面、水中の見えるゴミ） ５２回 

濾過槽清掃   ９回 

流れ清掃 ５２回 

定期点検  １回 

循環設備点検 １回 

噴水池  水替え清掃  ４回 

浮遊物除去 ５２回 

定期点検  １回 
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３ 清掃管理 

園路、広場等を良好に保つため、以下の業務を行います。 

対象物 対象数量 業務内容 年間業務回数 

園地全域 １９．４ｈａ 日常清掃 １０４回 

駐車場 ６，０１０㎡ 日常清掃 １８０回 

 

４ 利用管理 

公園利用者に施設を円滑に利用させるため、以下の業務を行います。 

対象施設 業務内容 年間業務回数 

日本庭園 料金徴収 ３０６日 

利用承認及び利用案内 ３０８日 

茶室 料金徴収 ３０８日 

利用申請の受理及び利用承認 ３６０日 

利用案内 ３０８日 

駐車場 Ａブロック及び 

Ｂブロック駐車場 

利用承認及び料金徴収 ３６５日 

Ｃブロック駐車場 利用承認及び料金徴収 ３５９日 

※１県民の日 (６月１５日 )の無料開放施設については、料金徴収は行わないこととします。  

※２市民の日（１０月１８日）の日本庭園については、料金徴収は行わないこととします。 

 施設の供用日時は、「９ 供用時間及び休業日」に示していますが、事業者は千葉市の承認を得て供用時

間及び休業日を変更することができます。この場合、利用者に対してその旨周知を図ってください。 

 

５ 安全管理 

公園利用者の安全を図るため、以下の業務を行います。 

対象区域 対象数量 業務内容 年間業務日数 

園地 １９．４ｈａ 日常巡視 

(午前、午後各１回) 

３６６日 

日本庭園・茶室 １６，５００㎡ 夜間施設警備及び 

園内巡視 

(17:15～翌日 8:30) 

３６６日 

 

６ 危機管理 

事故・災害時に利用者の安全と公園の保全を図るため、次の業務を行います。 

対象 業務内容 

事故 初期対応、関係機関への連絡、事故報告 
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災害 巡視、初期対応、関係機関への連絡、被害状況調査、被害報告、危険物及び倒木

等の撤去 

７ 修繕業務 

・ 管理対象施設、設備等が破損、損壊又は老朽化などで、安全又は管理運営上修繕を行う必要がある

場合は速やかに実施します。 

・ 修繕の実施にあたっては、1 件当たりの費用が 30 万円未満の修繕については事業者が費用を負担

することとします。 

 

８ 管理業務用の施設及び備品管理業務 

管理業務用の施設及び備品を適切に管理するため、以下の業務を行います。 

・ 管理業務用の施設及び備品は台帳に基づき管理します。 

・ 管理のために使用できる施設、備品は以下のとおりです。 

 

〔施設〕 

番号 施設名 内 容 個数 設置年月日 

１ 公園管理事務所 

鉄筋コンクリート造 ２階 

事務室 61 ㎡、会議室 49 ㎡、 

書庫 15.6 ㎡、 

管理人室 14.3 ㎡、 

倉庫 14.4 ㎡ 

１ 平成２年２月 

２ Ｃ駐車場倉庫 
プレハブ造 平屋 

倉庫 3.6 ㎡ 
１ 平成２年４月 

３ Ｂ駐車場倉庫 

プレハブ造 平屋 

倉庫 3.9 ㎡、倉庫 18.2 ㎡、 

倉庫 11.4 ㎡ 

３ 平成２年４月 

４ Ａ駐車場倉庫 
プレハブ造 平屋 

倉庫 3.6 ㎡ 
１ 昭和６２年４月 

５ Ａブロック倉庫 

プレハブ造 平屋 

休憩所 24.4 ㎡、 

倉庫 6.6 ㎡、倉庫 18 ㎡、 

倉庫 16.5 ㎡ 

４ 昭和６２年４月 

〔備品〕 

 備品については、備品台帳のとおり。（閲覧を希望する場合は緑政課までご連絡ください） 
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９ 供用時間及び休業日 

 

施設名 供用時間 休業日 

日 本 庭

園 

９時から１７時まで 

（入園は１６時３０分まで） 

・月曜日 

（ただし、その日が国民の祝日に関する法律第３条

に定める休日にあたる場合はその翌日。） 

・１２月２９日から１月３日まで 
茶室 ９時から２１時まで 

駐車場 ８時３０分から１７時３０分まで ・１２月２９日から１月３日まで 

※事業者は、市の承認を得て供用時間及び休日を変更することができます。 

 この場合利用者に対し、その旨周知を図ること。 

 

１０ 承認を行う行為 

公園利用者が以下の行為を行う場合、利用者からの申請を受理・承認する業務を行います。 

なお、承認手続きに係る事務の詳細については、今後決定します。 

承認が必要となる行為 

１）行商、募金その他これらに類する行為をすること 

２）業としての写真又は動画を撮影すること 

３）興行を行うこと 

４）競技会、展示会その他これらに類する催しのため幕張海浜公園の全部又は一部を独占して利用するこ 

  と 

５）競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する催しのために仮設工作物を設けること 

※申請を受ける際は、所定の内容を記載した申請書を受理すること。内容は参考資料３を参照。 

 

１１ 行為及び施設利用に関する料金の上限額 

  （１）行為 

区分 料金 

行商、出店その他これらに類するもの １㎡１日につき １１８円 

業としての写真撮影 １人１日につき ８４７円 

業としての動画撮影 １日１件につき １７，２８０円 

競技会、展示会その他これらに類する催し １㎡１日につき １６円 

競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに 

類する催しのために仮設工作物を設けること 
１㎡１日につき ２０円 

 

  

 

（２）日本庭園 

   

 時間 料金  

一般 
１人１日１

回につき 
１００円 

小学校の児童並びに中学

校及び高等学校の生徒 

１人１日１

回につき 
５０円 
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 （３）茶室      

利用時間 
利用料金  

広間 小間 立礼席 付帯施設（茶庭） 

午前9時～午前12時まで 6,100 円 3,040 円 4,220 円 2,930 円 

午後 1 時～午後 4 時まで 6,100 円 3,040 円 4,220 円 2,930 円 

午後 4 時～午後 9 時まで 7,320 円 3,640 円 5,070 円 － 

午前 9 時～午後 4 時まで 12,210 円 6,080 円 8,460 円 5,870 円 

午後 1 時～午後 9 時まで 13,440 円 6,690 円 9,300 円 － 

午前 9 時～午後 9 時まで 19,550 円 9,740 円 13,530 円 － 

 

 

 （４）駐車場 

種別 利用条件 使用料 

普通車 
１台１日１

回につき 

１回の利用が８時間以内の場合 ６００円 

１回の利用時間が８時間を超える場合 
超過時間１時間までご

とに１００円 

 ※事業者は、市の承認を得て上限額を上回らない範囲で使用料を変更することができます。 

  この場合、利用者に対しその旨周知を図ること。 

 

１２ 減免基準 

○幕張海浜公園駐車場の使用料（利用料）の減免に関する基準 

事  柄 減免の額 

行政目的による使用 

１） 地方公共団体が行政上の目的に直接使用するとき。 

２） 公共的団体が県・市の施策の推進に協力するために市の要請を受けて行

う事業に使用するとき。 

３） 地方公共団体が施策の推進に必要と認める用途に使用するとき。 

全額 

教育・福祉目的による使用 

１） 地内の幼児、児童生徒の学校教育の一環として、学校その他団体が行う

行事を指導する教職員等が使用するとき。 

２） 県内の公共的団体が公益を目的として独自の事業を行う場合の団体役員

等が使用するとき。 

３） 障害者（身体障害者、知的障害者又は精神障害者（各障害者手帳を交付

されている）をいい、これらの者を介護するものを含む。以下同じ。）団

体及びこれを支援するボランティア団体が団体の目的とする事業を行う

場合の団体役員等が使用するとき。 

４） 障害者が、本人若しくは介護者の車に同乗して使用するとき。ただし、

有料の介護サービス等で利用する場合を除く。 

全額 

１） 県内の幼児、児童生徒を対象とするスポーツ団体等が行う行事を指導す

る役員等が使用するとき 

２） 県内の社会教育団体等が社会教育等を目的とする行事を行う場合の団体

役員等が使用するとき 

使用料の 

２分の１ 

 

入場料を徴収して行う行事 
全額は 

２分の１ 
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以内の額 

２分の１ 

以内の額は 

１０分の１以

内の額 

に読み替え 

※利用当日、障害者手帳の提示及び減免申請書の提出により、減免が受けられるよう手続きの簡素化を図

ること。 

 

○行為及び日本庭園・茶室の減免基準 

事  柄 減免の額 

１）地方公共団体等が直接公共用又は公用の目的に使用するとき 

２）公共的団体が県・市の施策の推進に協力するための事業の用に使用する

とき 

３）社会教育のため使用するとき 

４）職員又は県立学校生徒の福利厚生又は相互扶助を目的とする事業の用に

使用するとき 

５）公園及び施設が災害により使用できない場合は､当該施設等を使用できな

い期間 

使用料の全額 

１）地方公共団体等が直接公益事業の用に使用するとき 

２）公共的団体が直接公益上特に必要があると認められる事業の用に使用す

るとき 

３）公の施設内に事業者が食堂又は売店を設置する場合において､その設置が

公園の利便性の向上に資するもので､かつ施設の立地等の事情により事業

収益を確保することが困難であるとき 

使用料の 

２分の１ 

 

 

○幕張海浜公園有料公園施設の利用料を徴取しない場合の基準 

事  柄 減免の額 

県民の日（６月１５日） 

・ 日本庭園及び駐車場に限る。 

 

市民の日（１０月１８日） 

・ 日本庭園に限る。 

 

６５歳以上の者が使用する場合 

・ 日本庭園に限る。 

 

障害者（身体障害者、知的障害者又は精神障害者をいい、これらの者を介護

する者を含むものとする。）が使用する場合 

・ 日本庭園に限る。 

全 額 

 

１３ 還付基準 

 ・災害その他使用者の責めに帰することのできない理由により施設等が使用不能となったときは、使用

料の全額を還付する。還付の際は、所定の内容を記載した申請書を受理すること。内容は参考資料３

を参照。 
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１４ 駐車場の開閉機等 

 ・Ａブロック及びＢブロックは機械式開閉機となっています。 

  Ｃブロックは有人管理ですが、駐車台数の集計機を使用しています。 

 ・Ａブロックの開閉機及びＣブロックの集計機については、２０１９年３月３１日までのリース契約と 

なっています。２０１９年４月以降も継続使用する場合のランニングコストは事業者の負担となりま 

す。 

・Ｂブロックの開閉機は現指定管理者所有となっており、継続使用する場合の条件は、現指定管理者と 

の協議となります。 

 

１５ その他 

・管理運営基準については、最低水準を示すものです。 

・イベントの開催時及び苦情の発生等に対しては事業者の適切な対応を求めます。 

・千葉県立都市公園条例第６条に定める禁止行為及び、本基準の「１０ 承認を行う行為」に関して、利 

用者に対する適切な対応を行ってください。 

・また、これらに該当する行為（適切に許可されているものを含む）については、安全管理上の事項と

ともに管理日報に記録し、募集要項３（１）公園の良好な維持管理に関する業務の⑥の業務として緑

政課に報告するとともに、同課から求めがあった時は当該日報を提出してください。 

・Ａブロック駐車場の開閉機については、２０１９年３月３１日までのリース契約となっています。 

・Ａブロック駐車場の開閉機（案内システム）を使用する場合、ランニングコストは事業者の負担と 

します。 

 ・Ｂブロックのトイレ及び一部散水は中水を使用しています。 

・管理業務において発生した物は、出来るだけ公園内でのリサイクルに努めることとします。 

・上記について公園外に搬出処分する場合の費用は事業者の負担とします。 

・利用者の安全確保を図る観点から、施設内にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置し、緊急時に備え 

てください。 
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参考資料－１  施設概要及び運営概要等 

施設名 施設概要 運営概要等 
備
考 

日本庭園（見浜園） 
１６，５００㎡ 

回遊式 

日本の伝統的文化に接してもらうことを目的

としてつくられ、庭園は、池泉回遊式庭園で、

山、海、林などが表現されており、歩きなが

ら、変化する景観の自然美を満喫することが

できる。 

有
料 

茶室（松籟亭） 

木造平屋 

（延べ面積２２７

㎡） 

京都の北山杉を用いた数寄屋造りの本格的な

茶室で、小間・広間・立礼席からなり、静か

なたたずまいの中で茶会や句会・歌会などを

楽しむことができる。 

有
料 

 
広間  

次の間、茶庭等と組み合わせ、多様な利用が

できる。 

小間  草庵風に作られ、本格的な茶会に対応できる。 

立礼席  
公園利用者に呈茶サービスを行うこともでき

る。 

茶庭  野点を楽しむことができる。 

駐 車

場 

Ａブロック駐車

場 
普通車 ６３台 

・公園利用者の利便を図るために設置してい

る。 

・８時３０分から１７時３０分まで開場。 

・料金徴収は機械式（リース契約） 

有
料 

Ｂブロック駐車

場 
普通車 ９２台 

・公園利用者の利便を図るために設置してい

る。 

・８時３０分から１７時３０分まで開場。 

・料金徴収は機械式※ 

Ｃブロック駐車

場 
普通車 ４７台 

・公園利用者の利便を図るために設置してい

る。 

・８時３０分から１７時３０分まで開場。 

・料金徴収は人力式 

※Ｂブロック駐車場の開閉機は、２０１９年１月現在の指定管理者の所有 
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参考資料－２  有料施設の収入実績及び光熱水費の支出実績 

 

１ 有料施設等収入実績                                       単位：千円 

 有料施設等 平成 2７年度 平成 2８年度 平成 2９年度 

日本庭園（見浜園） 2,314 2,518 2,576 

茶室（松籟亭） 1,253 1,261 1,413 

駐車場 74,344 75,730 74,222 

行為等使用料（撮影等） 6,692 4,559 6,911 

 

 

２ 光熱水費支出実績                                         単位：千円 

光熱水費 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

電気料金 ７，２１６ ６，２６８ ６，８５７ 

上水道料金 １，２４４ １，０４１ １，４８２ 

中水道料金 １０６ ０ ２６６ 

下水道料金 １３９ ２０３ ３０６ 

ガス料金 ４３７ ３６７ ４１９ 

燃料費 ９７ １５２ １８３ 
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参考資料－３  参考様式 

 

幕張海浜公園内行為承認申請書  

年    月    日   

 (あて先 )  

申請者  住所                      

氏名                        （※） 

（※）法人の場合は、記名押印してください。 

                    法人以外でも、本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。 

連絡先電話番号                 

連絡先電子メールアドレス             ＠      

 次のとおり関係図書を添えて、幕張海浜公園内における行為の承認を申請します。  

行為の目的    

行為の期間    

行為の位置又は公園施設    

行為の内容    

行為の範囲  （平方メートル）  

公園の復旧方法    

料金    

その他    
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幕張海浜公園内行為承認事項変更承認申請書  

年   月   日   

 (あて先 )  

使用者  住所                      

氏名                        （※） 

（※）法人の場合は、記名押印してください。 

                        法人以外でも、本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。 

連絡先電話番号                 

連絡先電子メールアドレス          ＠  

     

 次のとおり関係図書を添えて、幕張海浜公園内行為承認事項の変更承認を申請しま

す。 

すでに承認を受けた行

為の概要  
  

すでに受けた承認の年

月日及び承認番号  
  

変更する事項    

変更する理由    

変更後の料金   

その他    
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料金減免申請書  

年   月   日     

(あて先 )  

申請者  住所                      

氏名                                （※）  

（※）法 人の場合は、記 名押印 してください。  

法人以外でも、本 人 （代 表 者 ）が手 書 きしない場合 は、記 名押印 してください。  

連絡先電話番号                     

連絡先電子メールアドレス            ＠              

 次のとおり料金の減免を申請いたします。  

行    為   

使用施設  

茶室  広間・小間・立礼席  

附属施設  茶庭  

日    時  年   月   日  

午  
前

後  
  時   分より  

午  
前

後  
  時   分まで  

目    的    

申請理由    

規定料金  円  

減免する料金  円  

納付料金  円  
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料金還付申請書  

年   月   日     

(あて先 )  

申請者  住所                      

氏名                               （※）  

（※）法 人の場合は、記 名押印 してください。  

法人以外 でも、本 人 （代 表 者 ）が手 書 きしない場合は、記 名押印 してください。  

連絡先電話番号                     

連絡先電子メールアドレス            ＠              

 次のとおり料金の還付を申請いたします。  

行    為    

使用施設  

茶室  広間・小間・立礼席  

附属施設  茶庭  

日    時  年   月   日  

午  
前

後  
  時   分より  

午  
前

後  
  時   分まで  

還付を請求する理由    

料金の既納額  円    

還付申請額  円    

還付額  円    

(注 )  料金を納付したことを証する書類及び専用使用承認書を添付してください。  

  


